
 11

① 毎月の買い物 

通信販売と小売店舗、外食と自炊、弁当などのそう菜の選び方など、日常の買い物

の仕方によって CO2 排出量が異なる事を示す場合、一般的な販売チャネルごとの見え

る化や、食品の選び方などによる情報提供が考えられる。 
 

表 3 低炭素な買物の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

販売方法 低炭素な購入方

法の選択を促進 
通販と店頭販売

の違いを表示 － 実際の商品流通経

路は複雑 

商品全般 環境配慮型製品

の選択促進 

エコマークなど、

既存の環境マー

クの紹介 

環境省・環境ラベ

ル等データベー

スなど 

統合された情報提

供ツールがない 

産地 低炭素な商品選

択の促進 
露地栽培と空輸

も違いを表示 
フードマイレー

ジなど 
統合された情報提

供ツールがない 

食 品 の 選

択調理 
低炭素な商品選

択の促進 

自炊と外食の違

い、惣菜の選び

方、旬の食材の選

び方などを表示 

旬の食材の紹介

などは、食品メー

カーを中心に既

存の取組が多数

ある 

メーカーを横断す

る統合された情報

提供ツールがない
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② 数年～10 年単位の消費に伴う排出（大型耐久消費財（エアコン・TV・車）の購入

のヒント） 

（a）乗用車購入の見える化 

乗用車の購入の際は、既に買い替える製品を特定している消費者に対しては車種な

ど類似製品間の CO2 排出量をランキング形式で表示する事が考えられるが、カーシェ

アリングという選択肢を提供することもできる。 
 

表 4 数年～10 年単位の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

乗用車 低燃費車両の

購入促進 

車両タイプ別、

低燃費ランキ

ング 

国土交通省 
自動車燃費一覧
6など 

一覧表から消費者が

判断しづらい/カタロ

グ値と実使用値の差

がある 

乗用車 低燃費車両へ

の買い替え 

メーカー・車種

の CO2 排出量

の比較表示 

各自動車メー

カー内の比較な

ど 

メーカーを横断する

統合された情報提供

ツールがない/カタロ

グ値と実使用値の差

がある 

乗用車 
カーシェアリ

ング、低燃費車

両の利用促進 

自動車所有と

カーシェアリ

ングの CO2 排

出量の差を表

示 

－ 

メーカーを横断する

統合された情報提供

ツールがない/カタロ

グ値と実使用値の差

がある 

                                            
6 国土交通省 自動車燃費一覧について http://www.mlit.go.jp/jidosha/nenpi/nenpilist/nenpilist.html 
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（b）電化製品購入の見える化 

より長期間使用する製品については、省エネ製品への買い替え効果の提示が考えられる。 
具体的には、既に買い替える製品を特定している消費者に対しては製品種別など類似製

品間の CO2 排出量をランキング形式で表示することが考えられるが、省エネ製品に関心の

ない消費者に対しては、旧型製品と省エネ製品との比較により、買い替えの CO2 削減効果

を比較表示することも考えられる。 
 

表 5 数年～10 年単位の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

電化製品 省エネ製品

の購入促進 

メーカー・製品

種別省 CO2 ラ

ンキング 

省エネルギーセ

ンター「省エネ

性能カタログ7」

など 

個別のデータを統合する

情報提供ツールがない/
カタログエネルギー使用

値と実使用値に差がある

電化製品 省エネ製品

の購入促進 

メーカー・製品

種の省 CO2 排

出量の比較表

示 

環境省・省エネ

製品買換ナビ

ゲーション「し

んきゅうさん」

（2008 年 12 月

11 日より公開

予定） 

メーカーを横断する統合

された情報提供ツールが

ない / カタログエネル

ギー使用値と実使用値に

差がある 

 

                                            
7 省エネルギーセンター http://www.eccj.or.jp/catalog/2007w-gs/index.html 
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③ 20～40 年単位の投資に伴う排出 

20～40 年単位の投資は、借家への転居、リフォーム、建て替えの３ステージに区分

した情報提供が考えられる。 

 
 

（a）転居（借家） 

借家へ転居する際、断熱材や省エネ家電などの設置状況により、ランニングコスト

が安い住宅の選択を促す事が考えられる。更に、自然エネルギーや太陽光パネル、温

熱器等の設置状況についても追加表示として考えられる。 
 

表 6 20～40 年単位の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

転居先 
（借家） 

省エネ住宅へ

の住み替え促

進 

住所別、省エネ性

能別の住居の表示

各住宅メーカー等

による個別の情報

提供 

メーカーを横断す

る統合された情報

提供ツールがない

 

※イメージ 
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（b）リフォーム 

リフォームついては、財団法人省エネルギーセンター「かしこいリフォームガイド 省エネを考え

た住まいのリフォーム Book」など複数のガイドブックが公表されており、窓、壁、トイレ、床、ドア、

キッチンなどのリフォームにおける省エネ製品を複数紹介する事例があるため、既存情報を整理

し、消費者の利用しやすいよう表示の統一化や既存情報の紹介などが考えられる。 
具体的には、窓や床など特定のリフォームに関する情報を必要とする消費者には、必要なリ

フォーム設備に関する CO2 排出量と省エネ手法に関する情報提供を行い、詳細情報については

既存ウェブサイトへ誘導することが考えられる。 
 
 

表 7 20～40 年単位の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

リフォー

ム 

省エネ型リ

フォームの促

進 

特定リフォーム箇

所の CO2 削減効

果の表示、省エネ

製品の紹介 

財団法人省エネルギー

センター「かしこいリ

フォームガイド 省エネ

を考えた住まいのリ

フォーム Book」など 

メーカーを横断す

る統合された情報

提供ツールがない

 

※イメージ 
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（c）建て替え 

建て替えについては、財団法人省エネルギーセンター「かしこい建て方ガイド」のほか、各住宅

メーカー独自で見える化に取組む事例が多くあることから、消費者が必要とする各メーカーの省

エネ設備の紹介や、地域別の補助金制度の紹介など、既存のデータソースを統合する形で

の情報提供が考えられる。 
 

表 8 20～40 年単位の見える化表示（案） 
対象（例） 目的 表示（案） 既存の取組 課題 

建て替え 省エネ型住宅

建設の促進 

メーカー・製品種

別省 CO2 ランキ

ング 

省エネルギーセンター

「かしこい建て方ガイド」

など 

メーカーを横断す

る統合された情報

提供ツールがない
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